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1人で作業 点検中挟まれ死亡
手が空いている人は、作業を手伝い

お互いに、注意し合い･･･事故を未然に防ぎましょう

２０１６／１１／２５

２４日午後５時２５分ころ、帯広市西２０条北１の車両整備販売の敷地内で、社員の男性（４

１）が除雪車の回転式の刃に挟まれているのを同僚が見つけ、１１９番した。男性は、まもなく

死亡が確認された。

帯広署によると男性は事故当時、油漏れの点検のため、１人で作業をしていた。

北海道内

11月に入り労災による死亡事故急増

建設業･･･２３人

陸運業･･･ ９人

◇機械に巻き込まれ・挟まれ、転落事故に注意◇

労災事故再発防止を、北海道労働局が緊急要請

２０１６／１１／２５

道内で１１月に入り労働災害（労災）による死亡者が急増していることを受け、北海道労働

局は２４日、建設業などの業界団体に再発防止に取り組むよう緊急要請した。

年末の繁忙期を控えることから、３０日には工事発注者を対象とした緊急の協議会を札幌で

開く。

労働局によると道内では今年、２１日時点で５９人が労災で死亡。

このうち１１月は９人に上り、月別で既に最多となっている。

業種別では建設業が２３人と突出し、次いで陸運業が９人を数える。

緊急要請は初めてで、各業界の２３団体に対し、機械の巻き込まれや転落事故などの対策を

進めるよう文書で呼びかけた。

３０日の協議会では、建設工事を発注する行政機関や企業が労災の防止について話し合う。

労働基準部安全課は、「年末年始は雪や日没の時間が早まることで労災の危険性が高まる。

安全管理を徹底してほしい」と呼びかけている。


